
 

 

自然科学研究科成績評価基準 
 
 
１．担当教員は自然科学研究科及び専攻の理念・目標に沿った，しかも授業科目の特性に

応じた到達目標を設定し，その到達目標に対する学習者の到達度により成績評価を行

う。その到達目標と評価の方法はシラバスに明示する。 
 
２．成績評価は，各科目の特性を踏まえて，授業の形態と内容に対応した多面的な方法に

より行い，授業及び授業時間外の自己学習を通して得られた学習効果も適切に反映され

るよう努める。それらのことはシラバスに明示する。 
 
３．成績評価は，シラバスに明示した成績評価基準にしたがって行い，A+，A，B，C 及

び F の評語をもって表す。 
A+（100 点～90 点），A（89 点～80 点），B（79 点～70 点），C（69 点～60 点）

を合格，F（59 点以下）を不合格とする。ただし，必要と認める場合は，A+，A，B，C
の評語に代えて，修了又は認定とすることがある。 

なお，履修登録をしたにもかかわらず，試験を受けていない等で成績評価の必須の資

料を欠く場合については F とする。 
 
４．担当教員は，成績評価に関して予め学生によく周知させておくとともに，学生からの

質問や疑問には適切に対応しなければならない。 
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教務関係事項 Educational Affairs （博士前期課程 Master's Course）

１．履修案内 Registration of Class Subjects

（１）博士前期課程修了要件について Course Requirements

博士前期課程の修了の要件は，同課程に２年以上在学し，３０単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を

受けた上，自然科学研究科の行う学位論文の審査及び最終試験に合格しなければなりません。

但し，特に優れた研究業績を上げた者については，同課程に１年以上の在学をもって修了することもできます。

To complete the master's course, students must attend the course for more than 2 years, complete 30 or more credits and 
also receive the necessary research instruction. Then their dissertation must pass the final examination and screening of the
evaluation committee.

However, students who have accomplished considerable academic achievement might be conferred a master's degree with 
just one year of attendance

（２）授業科目の履修について Subjects registration 

博士前期課程で開設している授業科目，単位数，担当教員は４９ページ以降に掲載のとおりです。

博士前期課程の学生は，研究科規程・別表４（３５～３８ページに記載）に掲げる授業科目を，その履修方

法に従い，３０単位以上を履修しなければなりません。

The list of subjects opened, number of credits, and person in charge for the Master's course are explained on p49. 
Master's course students are required to obtain at least 30 credits as instructed in the Regulation of Graduate School on p35-38. 

（３）授業科目のシラバスについて Syllabus

博士前期課程で開設している授業科目の概要や授業計画等の詳細な内容は，本学ホームページに掲載してい

ます。各自，インターネットで確認してください。

岡山大学ホームページ→在学生・保護者の方→シラバス 

Details of subjects offered for the Master's course (outline & syllabus) can be found on Okayama University's homepage. 
Please consult the syllabus on the web.

URL: https://www.okayama-u.ac.jp/tp/student/syllabus_link.html

（４）履修登録について Course registration

博士前期課程の学生は，履修を希望する科目については，学年又は学期の始めの指定された期間に，学務シ

ステムにより登録することが必要です。

Course registration must be done using the Course Registration System during the fixed period at the beginning of fiscal 
year and new semester.
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（５）修得単位の認定 Accreditation

各授業科目の単位修得の認定は，試験又は研究報告により担当教員が行います。

上記にかかわらず，特別研究及び演習の授業科目については，平素の成績により，単位の修得を認定するこ

とができるとされています。

Instructors of each class accredit completion of credits through examinations or research reports. However, accreditation 
might be given through student's daily performance for special studies or practical work classes. 

（６）成績 Grades

成績の評価は，A+，A，B，C，修了，認定及び F をもって表記し，A+，A，B，C，修了，認定を合格（単

位修得），Fを不合格（単位未修得）としています。なお，履修登録をしたにもかかわらず，試験を受けていな

い等で成績評価の資料を欠く場合についてもF（この場合は，０点扱い。）と表記します。

評価基準 A+（100～90点），A（89～80点），B（79～70点），C（69～60点），F（59点以下） 

なお，成績確認については，担当窓口の掲示等に従い，各自インターネットで確認してください。

Grade evaluations are described as "A+", "A", "B", "C", "Completed", "Approved" and "F".
Among these, "A+", "A", "B", "C", "Completed", "Approved" are passing marks (credits granted) and "F" is a failing mark 

(credit not granted). In the case in which the student registered for the course but did not take the final test, the result will be 
an insufficient evaluation. The student's grade will be recorded as "F" (in this case, the grade point is 0.)

Evaluation is based on your score as follows:
A+: 100-90 points，A: 89-80 points，B: 79-70 points，C: 69-60 points，F: 59 points or below.
Please check your own results on the internet.

（７）他大学の大学院の授業科目の履修について Transfer of credits

博士前期課程の学生が，他大学の大学院（外国の大学院等を含む。）の授業科目の履修を希望するときは，所

定の様式により指導教員の承認を受けて，研究科長に願い出て，許可を得なければなりません。

なお，履修した単位は，１０単位を限度として修了に必要な単位として認定することができます。

Students who wish to transfer credits from other universities (including foreign graduate schools) must first obtain approval
from respective supervisors, followed by that of the Dean of the Graduate School.

Transfer of credits is limited to 10 credits out of all credits required for graduation.

（８）他大学の大学院等での研究指導の派遣について 

Attending course off-campus (Dispatch to other graduate school)

博士前期課程の学生が，他大学の大学院（外国の大学院等を含む。）又は研究所等において研究指導を受けよ

うとするときは，所定の様式により指導教員の承認を受けて，研究科長に願い出て，許可を得なければなりま

せん。派遣期間は１年以内です。

Students who belong to the Master's course must obtain approval from a supervisor to get permission from the Dean   of 
the Graduate School when they intend to receive research instruction at other universities (including foreign graduate   
schools) or at research institutions. The dispatch period is limited to 1 year.
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８．岡山大学大学院自然科学研究科における他の大学院等で研究指導を受ける学生に関する内規

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学大学院自然科学研究科規程（以下「規程」という。）第２７条第２項の規定に基づき，岡山大

学大学院自然科学研究科（以下「本研究科」という。）の学生が，他大学の大学院（外国の大学院を含む。）又は研究所等

（以下「他大学院等」という。）において，研究指導を受けようとする場合における取扱いに関し必要な事項を定めるもの

とする。

（願い出）

第２条 他大学院等において研究指導を受けることを希望する者は，所定の許可願を正指導教員の承認を得て，自然科学研究

科長（以下「研究科長」という。）に提出しなければならない。

（協議）

第３条 研究科長は，前項の願い出があった場合は，研究指導計画等必要な事項について，規程第２７条第１項の規定による

当該他大学院等との協議を行うものとする。

（許可）

第４条 他大学院等において研究指導を受けることの許可は，前項の協議の結果に基づき，専攻長会議の議を経て研究科長が

行うものとする。

（受入依頼）

第５条 研究科長は，前項により他大学院等において研究指導を受けることを許可した者について，当該他大学院等に受入依

頼を行うものとする。

（許可期間）

第６条 他大学院等において研究指導を受けることができる期間(以下「許可期間」という。)は，１年以内とする。ただし，

博士後期課程の学生については，引き続き研究の継続を必要とする場合は，第２条から第５条の手続きを経たうえで更に

延長を行うことができるものとする。

（在学期間の扱い）

第７条 他大学院等において研究指導を受けた期間は，本研究科の修了に必要な在学期間に含めることができる。ただし，修

了要件として必要な在学期間のうち，１年以上本研究科の指導教員の研究指導を受けなければならない。

（報告）

第８条 研究科長は，他大学院等において研究指導を受けることを許可された者について，当該研究指導の終了後，当該他大

学院等の長から研究指導状況報告書の交付を受けるものとする。

（修了認定）

第９条 他大学院等において受けた研究指導は，専攻長会議の議を経て，本研究科の修了に必要な研究指導の一部として認定

することができる。

（授業料）

第 10 条 他大学院等において研究指導を受けることが許可された者は，許可期間中においても岡山大学に所定の授業料を納

付しなければならない。

附 則

この内規は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２０年７月２４日から施行する。

９．岡山大学大学院自然科学研究科における修士論文の認定基準

１．修士論文申請者は，社会において高度の専門性を生かし，問題設定と解決に向けた研究や技術開発に取り組むことのでき

る能力とその基盤となる学識を有していること。

２．申請の修士論文は，信頼性の高い結果と誠実な考察に基づいて，明快かつ論理的に書かれていること。

３．研究が共同研究としてなされたものである場合，研究遂行が申請者によって主体的になされていること。

以 上
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教務関係事項 Educational Affairs （博士後期課程 Doctor's Course）

１．履修案内 Registration of Class Subjects

（１）授業科目の開設 Subjects
学問的に専門化された分野を考究するだけでなく，自己の学問的基盤を拡げ，かつ，広く人間社会を見渡せる視野と応用能力

を備えた人材を養成するため，自己の属する専門分野とは異なる分野の授業科目も必要なだけ履修できるように，多様な授業科

目を開設しています。

Various subjects have been established so that students can take courses to obtain the necessary units outside the field of their specialty. 
This ensures that students not only engage in research in their field but also broaden their academic base and develop versatility and a broad 
view of society.

（２）履修計画 Planning for Registration
履修計画の作成及び授業科目の履修にあたっては，正指導教員及び副指導教員の指導を受けて，指定の期日までに履修計画表

を自然系研究科等学務課大学院担当に提出してください。

When planning your study, after getting advised from your supervisor and co-supervisors, please submit your Study Planning Sheet to the 
Graduate School Section by the designated date.

（３）履修方法 Registration Method 
＜注意＞学際基礎科学専攻は以下と履修方法が違います。102 ページを確認の上，指導教員へ相談してください。

Students have to discuss with his/her supervisor and the academic advisory board of the division about his/her educational curriculum in 
the course.

① 修了するために必要な授業科目の合計単位数は，１２単位です。

指導教員の指導により，所属する教育研究分野の演習２単位を含め１２単位を履修してください。なお，１２単位のうち他専

攻の講義４単位を履修することができます。詳細は次のとおりです。

To complete the course, 12 credits are required. Students must take a total of 12 credits, including 2 credits of seminars, under the guidance
of an academic supervisor.Students are allowed to take up to 4 credits offered by other majors. Details are as follows:

【必修科目 ２単位】 

学生の所属する教育研究分野の演習 ２単位 

※ 学生の所属する教育研究分野の演習は，１年間２単位を３年間計６単位まで重複履修できます。 

  但し，２単位を超えて修得した単位は，選択必修科目の単位として計算します。 

【選択必修科目 １０単位以上】 

自専攻又は他専攻（他研究科・他大学大学院を含む）開講の科目 １０単位以上 

※ 他専攻（他研究科・他大学大学院を含む）の開講科目は，４単位を上限として修了要件単位とすることができ

ます。 

【Required Subjects  2 credits】
Education research seminar in one’s major 2 credits 
※ Students are allowed to take 2 credits of practical classes per year, meaning a total of 6 credits for 3 years, from their own

educational research seminar. However, when the student takes more than 2 credits from the seminar he or she is majoring 
in, those credits are counted as credits of elective required subjects.

【Elective Required Subjects 10 credits or more】
Subjects offered by one's major, other majors, other graduate schools 10 credits or more 
※ Students are allowed to take up to 4 credits from courses offered by other majors and other graduate schools.

② 学位論文の作成や他大学大学院での研究及び早期修了等に備えるため，上記①の授業科目は１年次に履修することをお勧め

します。

We recommend completion of subjects described above during the first year so that students can prepare for their doctoral thesis, receiving
research guidance in other graduate schools or studying abroad.

③ 授業科目のシラバスについて Syllabus
博士後期課程の授業科目の詳細な内容（概要や授業計画等）は，岡山大学ホームページに掲載しています。

各自，インターネットで確認してください。

岡山大学ホームページ→在学生・保護者の方→シラバス 

Details of subjects offered for the Doctor's course (outline & syllabus) can be found at Okayama University's homepage.
Please check up the syllabus on the web.

URL:  h t tp : / / www. ok ayama-u. ac . j p / t p /s t udent /s y l l abus _ l i nk . h tm l#1
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８．岡山大学大学院自然科学研究科における他の大学院等で研究指導を受ける学生に関する内規

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学大学院自然科学研究科規程（以下「規程」という。）第２７条第２項の規定に基づき，岡山大

学大学院自然科学研究科（以下「本研究科」という。）の学生が，他大学の大学院（外国の大学院を含む。）又は研究所等

（以下「他大学院等」という。）において，研究指導を受けようとする場合における取扱いに関し必要な事項を定めるもの

とする。

（願い出）

第２条 他大学院等において研究指導を受けることを希望する者は，所定の許可願を正指導教員の承認を得て，自然科学研究

科長（以下「研究科長」という。）に提出しなければならない。

（協議）

第３条 研究科長は，前項の願い出があった場合は，研究指導計画等必要な事項について，規程第２７条第１項の規定による

当該他大学院等との協議を行うものとする。

（許可）

第４条 他大学院等において研究指導を受けることの許可は，前項の協議の結果に基づき，専攻長会議の議を経て研究科長が

行うものとする。

（受入依頼）

第５条 研究科長は，前項により他大学院等において研究指導を受けることを許可した者について，当該他大学院等に受入依

頼を行うものとする。

（許可期間）

第６条 他大学院等において研究指導を受けることができる期間(以下「許可期間」という。)は，１年以内とする。ただし，

博士後期課程の学生については，引き続き研究の継続を必要とする場合は，第２条から第５条の手続きを経たうえで更に

延長を行うことができるものとする。

（在学期間の扱い）

第７条 他大学院等において研究指導を受けた期間は，本研究科の修了に必要な在学期間に含めることができる。ただし，修

了要件として必要な在学期間のうち，１年以上本研究科の指導教員の研究指導を受けなければならない。

（報告）

第８条 研究科長は，他大学院等において研究指導を受けることを許可された者について，当該研究指導の終了後，当該他大

学院等の長から研究指導状況報告書の交付を受けるものとする。

（修了認定）

第９条 他大学院等において受けた研究指導は，専攻長会議の議を経て，本研究科の修了に必要な研究指導の一部として認定

することができる。

（授業料）

第 10 条 他大学院等において研究指導を受けることが許可された者は，許可期間中においても岡山大学に所定の授業料を納

付しなければならない。

附 則

この内規は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２０年７月２４日から施行する。

９．岡山大学大学院自然科学研究科における修士論文の認定基準

１．修士論文申請者は，社会において高度の専門性を生かし，問題設定と解決に向けた研究や技術開発に取り組むことのでき

る能力とその基盤となる学識を有していること。

２．申請の修士論文は，信頼性の高い結果と誠実な考察に基づいて，明快かつ論理的に書かれていること。

３．研究が共同研究としてなされたものである場合，研究遂行が申請者によって主体的になされていること。

以 上
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６．岡山大学大学院自然科学研究科における博士論文の認定基準

Recognition standard for the Degree of Ph.D (Doctorate)
at Graduate School of Natural Science and Technology, Okayama University.

１．博士論文申請者は，社会において高度の専門性を生かし，自立した研究者として研究活動

に従事しうる研究能力とその基盤となる豊かな学識を有していること。

Applicant of the Degree of Ph.D (Doctorate) shall qualify the candidate for research activities and other
kinds of work in the community where a high level of scientific insight method is required.

２．申請の博士論文は，事実に基づいた信頼に足るデータとそれらの真摯な考察を基に，

明快かつ論理的に書かれていること。

The dissertation is written and expressed by candidate’s own words clearly and incorporate candidate’s
own ideas and judgment, based on genuine facts and data obtained from the research studies
conducted.

３．研究成果は，世界的視野で見て独創的で新規性に富み，価値ある結果を含んでいること。

The works submitted is a work demonstrating constructive data and innovative approach to the
problem analysis and solution of the stated works from a global stand.

４．研究が共同研究としてなされたものである場合，研究遂行が申請者によって主導的になさ

れ，かつ重要な役割を果たしたことが認められること。

In the case of collaborative research, the applicant has contributed major efforts in completing the
research.

５．申請者を著者として含む参考論文が添えられていること。

Published articles authored by the applicant are attached.

なお，参考論文の詳細（必要論文数等）に関しては，正指導教員又は紹介指導教授若しく

は准教授が適切に申請予定者へ周知することとする。

Number of published articles required for the award of degree will be inform by the supervisor or
co-supervisor if the candidate personally.

以 上

◎参考論文の定義

岡山大学大学院自然科学研究科博士の学位に関する内規の運用について（抜粋）

【第２条関係】

第１ ＜略＞

第２ 第１項第６号の「参考論文」とは，論文内容の客観的評価資料として提出されるもので

あり，次の各号の一の要件を備えているものであること。

A refereed paper define as material which logically connected to the dissertation that was submitted and
evaluated objectively, it must meet the conditions described below:

一 研究内容の一部を審査付き（掲載のための査読制度のある）学会誌等に公表（掲載決定さ

れたものを含む。）した論文で，他の学位論文の参考論文とされていないもの。

1. Part of the research contents has been published as reviewed paper in an academic journal (including
journal accepted for publication), and the dissertation has not been submitted for publication.

二 一により難いと判断される特殊な分野にあっては，正指導教員又は紹介指導教授若しくは

准教授（以下「主査」という。）が，あらかじめ研究科長に届け出て，専攻長会議の承認を

得た上，当該分野の権威ある専門家２名以上に依頼して前号の論文に相当するとした客観的

評価に関わる判断資料が添付されたもの。

2. In the case of a specific field that is difficult to meet the requirements as described in the requirement
1, supervisor or co-supervisor should make a written request for exemption from the Dean of Graduate
School. After obtaining approval from the University Senate, 2 papers (journals) reviewed by 2 related
independence professional parties must be submitted.
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５．岡山大学大学院自然科学研究科における他の大学院等で研究指導を受ける

学生に関する内規

Rules for Students who Receive Research Guidance in Other Graduate Schools, etc.

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学大学院自然科学研究科規程（以下「規程」という。）第２７条第２項の

規定に基づき，岡山大学大学院自然科学研究科（以下「本研究科」という。）の学生が，他大学の大

学院（外国の大学院を含む。）又は研究所等（以下「他大学院等」という。）において，研究指導を受

けようとする場合における取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。

（願い出）

第２条 他大学院等において研究指導を受けることを希望する者は，所定の許可願を正指導教員の承認

を得て，自然科学研究科長（以下「研究科長」という。）に提出しなければならない。

（協議）

第３条 研究科長は，前項の願い出があった場合は，研究指導計画等必要な事項について，規程第２７

条第１項の規定による当該他大学院等との協議を行うものとする。

（許可）

第４条 他大学院等において研究指導を受けることの許可は，前項の協議の結果に基づき，専攻長会議

の議を経て研究科長が行うものとする。

（受入依頼）

第５条 研究科長は，前項により他大学院等において研究指導を受けることを許可した者について，当

該他大学院等に受入依頼を行うものとする。

（許可期間）

第６条 他大学院等において研究指導を受けることができる期間(以下「許可期間」という。)は，１年

以内とする。ただし，博士後期課程の学生については，引き続き研究の継続を必要とする場合は，第

２条から第５条の手続きを経たうえで更に延長を行うことができるものとする。

（在学期間の扱い）

第７条 他大学院等において研究指導を受けた期間は，本研究科の修了に必要な在学期間に含めること

ができる。ただし，修了要件として必要な在学期間のうち，１年以上本研究科の指導教員の研究指導

を受けなければならない。

（報告）

第８条 研究科長は，他大学院等において研究指導を受けることを許可された者について，当該研究指

導の終了後，当該他大学院等の長から研究指導状況報告書の交付を受けるものとする。

（修了認定）

第９条 他大学院等において受けた研究指導は，専攻長会議の議を経て，本研究科の修了に必要な研究

指導の一部として認定することができる。

（授業料）

第 10 条 他大学院等において研究指導を受けることが許可された者は，許可期間中においても岡山大

学に所定の授業料を納付しなければならない。

附 則

この内規は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２０年７月２４日から施行する。
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教務関係事項 Educational Affairs （５年一貫制博士課程 Five-year Doctor's Course）

１．履修案内 Registration of Class Subjects

（１）授業科目の開設 Subjects
専門化された分野を考究するだけでなく，自己の学問的基盤をひろげるために，自己の属する専門分野とは  

異なる地球科学物質分野の授業科目も履修できるようになっています。
Various subjects have been established, so that students can take courses to obtain the necessary units outside the field of 

their specialty in geosciences.

（２）履修計画 Planning for Registration
履修計画の作成・授業科目の履修にあたっては，指導教員の指導を受けて指定の期日までに履修計画表を自然

系研究科等学務課大学院担当に提出してください。
When planning your study, after getting advised from your supervisors, please submit your Study Planning Sheet to the 

Graduate School Section by the designated date.

（３）履修方法 Registration Method 
修了するために必要な授業科目の合計単位数は４２単位です。指導教員の指導により，２年次までに３０単位 

以上，修了までに４２単位を履修してください。詳細は次のとおりです。
Completion of course requires minimum of 42 credits. Under the guidance of supervisors, 30 credits must be taken by the 

end of the second year. The details are as follows:
 

２年次までの履修科目 By the end of the second year
【必修科目】 【Required Subjects】 

 学生の所属する講座のゼミナール  ８単位  Education seminar in one's major 8 credits

 学生の所属する講座の特別研究 １０単位  Advanced study in one's major 10 credits

 学生の所属する講座の演習Ⅰ・Ⅱ ４単位  GuidanceI/II in one's major 4 credits

【選択必修科目】  ８単位以上 【Elective Required Subjects】 8 credits or more
 

３年次から修了までの履修科目 From the third year to graduation 
【必修科目】 【Required Subjects】 

 学生の所属する講座の演習Ⅲ  ２単位  GuidanceIII in one's major 2 credits

【選択必修科目】 １０単位以上 【Elective Required Subjects】 10 credits or more
 
修了までに必要な選択必修科目は合計１８単位です。Completion of course requires minimum of 18 credits of 

Elective subjects.

（４）学位取得資格審査試験について Qualification Examination 
２年次後期に，学位取得資格審査試験をおこないます。試験は，研究実施計画に関する口頭試問と小論文の

提出でおこいます。世界最高レベルの優れた研究者を育成するために，その段階で博士の学位を取得する見込
みがないと判断した場合は退学を勧告します。

At the end of the second year, students will be given a qualification exam that includes both oral exam and an essay related 
to their research topics. At that stage, those who were not qualified will be asked to leave the program. The graduate   school 
intends to nurture elite scientists under such a competitive environment.

（５）他専攻で修得した博士前期課程・博士後期課程（他大学・他研究科含む）の単位について 
他専攻で修得した博士前期課程・博士後期課程（他大学・他研究科含む）の地球物質科学関係の単位は，最大

１０単位を限度として認定することができるので，指導教員と相談してください。 
Maximally ten credits related to earth and planetary material sciences taken in master or doctor courses of other universities

or divisions can be substituted as the units of this program, under the guidance of the supervisors.
 
（６）授業科目のシラバスについて Syllabus

一貫制博士課程の授業科目の詳細な内容（概要や授業計画等）は，岡山大学ホームページに掲載しています。 
各自，インターネットで確認してください。 

岡山大学ホームページ→在学生・保護者の方→シラバス 
The details of subjects offered for the Doctor course (outline & syllabus) can be view from the Okayama University's 

homepage. Please access the homepage and check on the syllabus.
URL: h t tp : / /www.okayama-u.ac . jp / tp /s tuden t /syl labus_ l ink .html#1
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６．岡山大学大学院自然科学研究科における博士論文の認定基準

Recognition standard for the Degree of Ph.D (Doctorate)
at Graduate School of Natural Science and Technology, Okayama University.

１．博士論文申請者は，社会において高度の専門性を生かし，自立した研究者として研究活動

に従事しうる研究能力とその基盤となる豊かな学識を有していること。

Applicant of the Degree of Ph.D (Doctorate) shall qualify the candidate for research activities and other
kinds of work in the community where a high level of scientific insight method is required.

２．申請の博士論文は，事実に基づいた信頼に足るデータとそれらの真摯な考察を基に，

明快かつ論理的に書かれていること。

The dissertation is written and expressed by candidate’s own words clearly and incorporate candidate’s
own ideas and judgment, based on genuine facts and data obtained from the research studies
conducted.

３．研究成果は，世界的視野で見て独創的で新規性に富み，価値ある結果を含んでいること。

The works submitted is a work demonstrating constructive data and innovative approach to the
problem analysis and solution of the stated works from a global stand.

４．研究が共同研究としてなされたものである場合，研究遂行が申請者によって主導的になさ

れ，かつ重要な役割を果たしたことが認められること。

In the case of collaborative research, the applicant has contributed major efforts in completing the
research.

５．申請者を著者として含む参考論文が添えられていること。

Published articles authored by the applicant are attached.

なお，参考論文の詳細（必要論文数等）に関しては，正指導教員又は紹介指導教授若しく

は准教授が適切に申請予定者へ周知することとする。

Number of published articles required for the award of degree will be inform by the supervisor or
co-supervisor if the candidate personally.

以 上

◎参考論文の定義

岡山大学大学院自然科学研究科博士の学位に関する内規の運用について（抜粋）

【第２条関係】

第１ ＜略＞

第２ 第１項第６号の「参考論文」とは，論文内容の客観的評価資料として提出されるもので

あり，次の各号の一の要件を備えているものであること。

A refereed paper define as material which logically connected to the dissertation that was submitted and
evaluated objectively, it must meet the conditions described below:

一 研究内容の一部を審査付き（掲載のための査読制度のある）学会誌等に公表（掲載決定さ

れたものを含む。）した論文で，他の学位論文の参考論文とされていないもの。

1. Part of the research contents has been published as reviewed paper in an academic journal (including
journal accepted for publication), and the dissertation has not been submitted for publication.

二 一により難いと判断される特殊な分野にあっては，正指導教員又は紹介指導教授若しくは

准教授（以下「主査」という。）が，あらかじめ研究科長に届け出て，専攻長会議の承認を

得た上，当該分野の権威ある専門家２名以上に依頼して前号の論文に相当するとした客観的

評価に関わる判断資料が添付されたもの。

2. In the case of a specific field that is difficult to meet the requirements as described in the requirement
1, supervisor or co-supervisor should make a written request for exemption from the Dean of Graduate
School. After obtaining approval from the University Senate, 2 papers (journals) reviewed by 2 related
independence professional parties must be submitted.
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５．岡山大学大学院自然科学研究科における他の大学院等で研究指導を受ける

学生に関する内規

Rules for Students who Receive Research Guidance in Other Graduate Schools, etc.

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学大学院自然科学研究科規程（以下「規程」という。）第２７条第２項の

規定に基づき，岡山大学大学院自然科学研究科（以下「本研究科」という。）の学生が，他大学の大

学院（外国の大学院を含む。）又は研究所等（以下「他大学院等」という。）において，研究指導を受

けようとする場合における取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。

（願い出）

第２条 他大学院等において研究指導を受けることを希望する者は，所定の許可願を正指導教員の承認

を得て，自然科学研究科長（以下「研究科長」という。）に提出しなければならない。

（協議）

第３条 研究科長は，前項の願い出があった場合は，研究指導計画等必要な事項について，規程第２７

条第１項の規定による当該他大学院等との協議を行うものとする。

（許可）

第４条 他大学院等において研究指導を受けることの許可は，前項の協議の結果に基づき，専攻長会議

の議を経て研究科長が行うものとする。

（受入依頼）

第５条 研究科長は，前項により他大学院等において研究指導を受けることを許可した者について，当

該他大学院等に受入依頼を行うものとする。

（許可期間）

第６条 他大学院等において研究指導を受けることができる期間(以下「許可期間」という。)は，１年

以内とする。ただし，博士後期課程の学生については，引き続き研究の継続を必要とする場合は，第

２条から第５条の手続きを経たうえで更に延長を行うことができるものとする。

（在学期間の扱い）

第７条 他大学院等において研究指導を受けた期間は，本研究科の修了に必要な在学期間に含めること

ができる。ただし，修了要件として必要な在学期間のうち，１年以上本研究科の指導教員の研究指導

を受けなければならない。

（報告）

第８条 研究科長は，他大学院等において研究指導を受けることを許可された者について，当該研究指

導の終了後，当該他大学院等の長から研究指導状況報告書の交付を受けるものとする。

（修了認定）

第９条 他大学院等において受けた研究指導は，専攻長会議の議を経て，本研究科の修了に必要な研究

指導の一部として認定することができる。

（授業料）

第 10 条 他大学院等において研究指導を受けることが許可された者は，許可期間中においても岡山大

学に所定の授業料を納付しなければならない。

附 則

この内規は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２０年７月２４日から施行する。

−119−


	成績評価基準
	博士前期課程修了要件
	修士論文の認定基準
	博士後期課程修了要件
	博士論文の認定基準
	５年一貫制博士課程修了要件
	博士論文の認定基準
	
	成績評価基準
	博士前期課程修了要件
	修士論文の認定基準
	博士後期課程修了要件
	博士論文の認定基準




